
『
吉
原
伊
勢
物
語
』
　
の
改
宜
に
込
め
ら
れ
た
意
図

一
　
は
じ
め
に

従
来
、
遊
女
評
判
記
は
、
西
鶴
作
品
の
成
立
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
論
じ
ら

れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た
分
野
で
あ
る
。
r
好
色
一
代
男
」
・
「
諸
艶
大
鑑
」
は

多
く
の
遊
女
を
素
材
と
し
て
い
る
た
め
、
遊
女
評
判
記
は
し
ば
し
ば
西
鶴
作
品

と
比
較
さ
れ
た
。
西
鶴
作
品
に
登
場
す
る
遊
女
が
実
在
し
た
の
か
、
ま
た
、
西

鶴
が
現
実
の
遊
女
を
素
材
と
し
な
が
ら
ど
れ
ほ
ど
人
間
性
の
描
写
を
行
っ
て
い

た
の
か
を
探
る
た
め
で
あ
る
。

遊
女
評
判
記
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
明
す
る
有
効
な
資
料
と
し
て
用
い
ら

れ
て
き
た
。
近
年
で
は
、
西
鶴
が
ど
の
よ
う
に
遊
女
評
判
記
の
写
実
的
な
描
写

の
姿
勢
を
取
り
入
れ
、
か
つ
遊
女
評
判
記
を
超
え
て
「
好
色
一
代
男
」
を
生
み

出
し
た
の
か
を
解
明
す
る
た
め
に
は
、
浮
世
草
子
発
生
以
前
の
文
芸
と
し
て
遊

女
評
判
記
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い

る
。
し
か
し
、
現
状
で
は
、
浮
世
草
子
発
生
以
前
の
文
芸
状
況
を
解
き
明
か
す

松
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子

と
い
う
視
点
を
持
っ
て
本
格
的
に
遊
女
評
判
記
に
取
り
組
む
研
究
は
、
殆
ど
な

さ
れ
て
い
な
い
。

こ
の
よ
う
な
研
究
状
況
の
な
か
で
、
遊
女
評
判
記
の
全
体
の
流
れ
を
概
観

し
、
「
好
色
一
代
男
」
出
現
の
可
能
性
を
探
っ
た
唯
一
の
成
果
が
、
中
野
三
敏

氏
の
「
遊
女
評
判
記
研
究
　
－
　
西
鶴
文
学
の
一
基
盤
　
－
　
」
　
（
r
近
世
文
芸
」
八

号
、
昭
和
三
十
八
年
十
一
月
）
で
あ
る
。
氏
は
遊
女
評
判
記
を
「
外
的
な
も
の
」

（
文
体
や
題
材
）
と
「
内
的
な
も
の
」
　
（
遊
興
論
）
と
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に

っ
い
て
明
暦
期
以
前
、
寛
文
期
、
延
宝
期
と
時
代
を
追
っ
て
、
そ
の
発
展
的
様

相
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
氏
の
試
み
は
、
ま
さ
に
遊
女
評
判
記
を
西
鶴
作
品
成

立
以
前
の
文
芸
と
し
て
捉
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
稿
に
お
け
る
筆
者
の
問
題
意
識
は
、
中
野
氏
の
上
げ
ら
れ
た
成
果
を
も
と

に
、
遊
女
評
判
記
は
西
鶴
登
場
以
前
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
文
芸
で
あ
っ
た

の
か
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

r
吉
原
伊
勢
物
語
」
は
、
こ
れ
ま
で
殆
ど
研
究
の
狙
上
に
載
せ
ら
れ
る
こ
と

23



の
な
か
っ
た
作
品
で
あ
る
　
（
注
1
）
。
遊
女
評
判
記
の
歴
史
を
通
観
す
る
と
、

明
暦
期
以
前
は
上
方
物
が
主
流
で
あ
っ
た
が
、
寛
文
期
に
入
っ
て
か
ら
は
江
戸

物
の
隆
盛
が
目
立
っ
て
く
る
　
（
注
2
）
。
今
回
r
吉
原
伊
勢
物
語
」
を
取
り
上

げ
る
の
は
、
こ
の
作
品
が
、
評
判
記
の
主
流
が
江
戸
物
に
移
っ
て
い
く
ま
さ
に

そ
の
時
期
に
刊
行
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
ま
で
主
流
で
あ
っ
た
上
方

の
評
判
記
だ
っ
た
も
の
が
江
戸
物
と
し
て
改
変
さ
れ
た
と
い
う
経
緯
を
も
つ
作

品
で
あ
る
こ
と
の
二
点
か
ら
、
寛
文
・
延
宝
期
の
江
戸
物
評
判
記
の
一
端
を
明

ら
か
に
す
る
の
に
通
し
た
作
品
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
江

戸
物
評
判
記
が
、
先
進
地
で
あ
っ
た
上
方
の
評
判
記
を
ど
の
よ
う
に
取
り
入
れ

て
い
っ
た
の
か
、
そ
の
一
例
を
示
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
r
吉
原
伊
勢
物
語
」

を
検
討
す
る
。

二
　
上
下
巻
の
構
成
と
入
木
に
よ
る
改
定
跡

r
吉
原
伊
勢
物
語
」
は
寛
文
の
末
か
ら
延
宝
の
は
じ
め
に
か
け
て
刊
行
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
伝
本
は
天
理
図
書
館
蔵
本
一
本
を
数
え
る
の
み
で
、

非
常
に
稀
少
な
書
で
あ
る
。
大
正
八
年
に
珍
書
保
存
会
か
ら
謄
写
版
の
複
製
本

が
出
版
さ
れ
て
い
る
　
（
注
3
）
　
が
、
発
行
年
の
古
さ
や
印
刷
部
数
か
ら
考
え
る

と
、
現
在
誰
も
が
目
に
す
る
こ
と
の
で
き
る
作
品
で
あ
る
と
は
到
底
言
え
な

い
。
遊
女
評
判
記
の
研
究
史
に
お
い
て
も
殆
ど
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ

た
。近

年
、
丹
羽
謙
二
氏
の
「
天
理
図
書
館
蔵
遊
女
評
判
記
・
細
見
目
録
稿
（
下
）
」

（
天
理
図
書
館
編
r
ビ
プ
リ
ア
」
一
〇
九
号
、
平
成
十
年
五
月
）
　
に
お
い
て
、

書
誌
的
情
報
が
初
め
て
公
に
さ
れ
た
。
大
略
は
こ
の
稿
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ

る
が
、
こ
の
吉
の
書
誌
は
複
雑
で
、
し
か
も
書
誌
的
な
特
色
が
内
容
に
深
く
関

わ
っ
て
い
る
た
め
、
こ
こ
で
改
め
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

丹
羽
氏
の
作
成
さ
れ
た
書
誌
の
中
で
特
に
重
要
な
の
は
、
特
記
事
項
と
し
て

あ
げ
ら
れ
て
い
る
、
旧
蔵
者
柳
亭
種
彦
の
識
語
で
あ
る
。
次
に
上
下
巻
の
識
語

を
掲
げ
る
。
上
巻
識
語
は
す
で
に
丹
羽
氏
に
よ
っ
て
翻
字
さ
れ
て
い
る
が
、
書

物
の
素
性
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
欠
か
せ
な
い
情
報
で
あ
る
た
め
、
改
め
て
こ

こ
に
記
す
。
書
物
の
来
歴
に
関
す
る
箇
所
に
は
、
私
に
傍
線
を
付
し
た
。

（
上
巻
識
語
）
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案
こ
下
ノ
巻
ハ
寛
文
二
年
ノ
刊
行
刻
摺
タ
ル
物
ナ
リ

上
ノ
巻
ハ
寛
文
末
頃
家
号
遊
女
ノ
名
ノ
類
ヲ
当
時
流
行
二
改
メ
夫
彼
入
ル

木
シ
テ
摺
タ
ル
物
ナ
リ

初
丁
オ
モ
テ
さ
ん
ち
や
町
ト
ア
ル
さ
ん
ち
や
ノ
四
字
入
レ
木
ニ
テ
原
版
ニ

ハ
あ
げ
屋
町
ト
ア
リ
シ
ナ
ル
ペ
シ
其
余
オ
シ
テ
知
ル
ベ
シ

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
種
彦
の
識
語
で
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
本
書
上
巻
に

は
、
本
来
下
巻
に
あ
る
べ
き
一
丁
が
、
誤
っ
て
差
し
込
ま
れ
て
い
る
。
同
じ
丁

が
下
巻
に
も
あ
り
、
こ
の
重
複
し
た
丁
に
よ
っ
て
、
改
宜
の
前
後
の
様
子
を
僅

か
な
が
ら
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
重
複
丁
に
つ
い
て
、
石
川
氏
は
次
の
よ

う
に
述
べ
た
　
（
注
4
）
。

こ
の
識
語
を
も
と
に
、
書
名
、
刊
行
年
に
つ
い
て
、
今
一
度
整
理
し
て
お

く
。

上
下
の
識
語
双
方
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
書
物
は
、
上
下
巻
が
そ
れ
ぞ

れ
時
を
異
に
し
て
種
彦
の
所
蔵
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
元
来
の
題
笛
は
失
わ

れ
て
お
り
、
内
題
、
柱
刻
も
な
い
た
め
、
書
名
は
不
明
で
あ
る
。
下
巻
に
つ
い

て
は
、
内
容
が
r
伊
勢
物
語
」
の
遊
里
版
パ
ロ
デ
ィ
で
あ
る
こ
と
、
舞
台
を
大

坂
新
町
遊
郭
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
種
彦
は
r
色
道
大
鏡
」
の
凡
例
に
あ
げ

ら
れ
て
い
る
r
を
か
し
男
」
　
で
あ
ろ
う
と
推
定
し
た
。

一
方
、
上
巻
に
は
、
「
す
み
町
」
「
京
町
」
な
ど
、
江
戸
吉
原
の
町
名
や
遊

女
名
、
抱
え
主
の
名
を
、
入
木
に
よ
っ
て
改
め
て
い
る
例
を
数
多
く
見
出
す
こ

と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
入
木
跡
を
も
と
に
、
種
彦
は
、
上
巻
は
「
を
か
し
男
」

の
舞
台
を
吉
原
に
移
し
て
固
有
名
詞
を
改
放
し
た
も
の
で
あ
り
、
元
禄
五
年
の

書
目
録
に
見
ら
れ
る
「
吉
原
伊
勢
物
語
」
と
は
こ
の
書
物
を
指
す
と
考
え
た
よ

う
だ
。固

有
名
詞
の
改
故
に
つ
い
て
は
、
注
目
す
べ
き
事
実
が
石
川
巌
氏
に
よ
っ
て

同
（
下
巻
十
七
丁
目
　
－
　
引
用
者
注
）
頁
表
五
行
日
に
、
原
刻
に
は
「
み

む
ろ
の
観
音
」
と
あ
り
L
を
、
再
刻
本
に
は
「
浅
草
観
音
」
と
改
め
た
る
杯

頗
る
乱
暴
な
る
改
窺
を
敢
て
せ
り
。
斯
の
種
の
例
は
他
に
も
幾
多
あ
ら
ん
と

推
せ
ら
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
句
読
点
引
用
者
補
）

さ
て
、
改
題
後
の
上
巻
の
書
名
に
つ
い
て
、
種
彦
は
元
禄
の
書
目
録
を
も
と

に
判
断
し
た
わ
け
だ
が
、
現
存
し
て
い
る
江
戸
時
代
の
書
籍
目
録
に
よ
れ
ば
、

「
吉
原
伊
勢
物
語
」
の
所
載
が
あ
る
最
も
早
い
目
録
は
、
「
延
宝
三
年
刊
新
増

書
籍
目
録
」
の
天
和
三
年
改
修
版
（
注
5
）
　
で
あ
る
。
こ
れ
は
延
宝
三
年
に
初

め
て
江
戸
の
古
津
が
共
同
出
版
し
た
も
の
を
、
同
版
木
を
用
い
て
増
補
改
編
し

た
目
録
で
あ
る
。
種
彦
は
元
禄
の
書
籍
目
録
を
ひ
い
て
い
る
が
、
江
戸
で
販
売

さ
れ
て
い
た
時
期
は
、
天
和
三
年
ま
で
さ
か
の
ぼ
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

刊
行
年
に
つ
い
て
は
、
下
巻
に
「
寛
文
二
年
」
　
の
刊
記
が
あ
り
、
従
来
こ
の

年
の
刊
行
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
現
存
本
は
上
下
巻
と
も
に
寛
文
二

年
の
初
印
本
で
は
な
い
。
下
巻
に
は
数
箇
所
、
入
木
の
施
さ
れ
た
跡
が
見
ら
れ
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る
か
ら
で
あ
る
。
印
面
の
状
態
は
上
巻
よ
り
良
好
で
あ
る
。
従
っ
て
、
上
巻
よ

り
は
早
く
修
訂
の
上
、
印
刷
さ
れ
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
上
巻
に
つ
い
て

は
、
本
文
中
に
登
場
す
る
遊
女
名
か
ら
、
野
間
光
辰
氏
や
小
野
晋
氏
に
よ
っ
て

推
定
さ
れ
て
き
た
　
（
注
6
）
。
以
下
に
寛
文
か
ら
延
宝
期
に
刊
行
さ
れ
た
　
「
讃

嘲
記
時
之
太
鼓
」
　
（
注
7
）
・
〓
口
原
大
全
新
鑑
」
　
（
注
8
）
・
「
吉
原
よ
ぷ

こ
鳥
」
　
（
注
9
）
・
「
吉
原
こ
ま
ざ
ら
い
」
　
（
注
1
0
）
・
r
富
原
六
方
」
　
（
注

1
1
）
・
r
吉
原
袖
か
ゞ
み
」
　
（
注
1
2
）
・
「
吉
原
天
秤
」
　
（
注
1
3
）
・
r
吉
原

大
雑
書
」
　
（
注
1
4
）
　
の
各
評
判
記
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
遊
女
名
と
、
r
吉
原
伊

勢
物
語
」
上
巻
に
登
場
す
る
遊
女
の
名
の
重
複
を
、
表
1
に
示
す
。

表
1延 延 寛

ク ク
寛 寛 寛 刊

宝 宝 文 文 文 文 行
3 元 10 8 6 4 年

士 ＝lご こ主ご ＝ヒ ＝ヒ ＝ヒ ＝ヒ 讃
輿

書

名

日
原

ロ
原

ロ
原

ロ
墜

口
嬰

Eコ
原

lコ
原

し＿＿
雑 秤 か ハ

方
ま
ざ

ぜ 全 蒔

書 ヽ
み

再
型

ら
い

鳥 新
鑑

之
太
鼓

134 130 87 14 36 41 125 36

遊 登
女
教場

15 15 12 4 4 5 7 5

畠吾

妻萱

55．5 55．5 44．4 14．8 14．8 18．5 25．9 18．5

i i

こ
の
表
に
あ
る
よ
う
に
、
寛
文
十
年
か
ら
延
宝
三
年
頃
に
か
け
て
、
「
吉
原

伊
勢
物
語
」
上
巻
と
、
そ
の
他
の
評
判
記
類
に
あ
げ
ら
れ
る
遊
女
名
の
重
複
率

が
高
く
な
っ
て
い
る
点
か
ら
、
従
来
通
り
、
寛
文
末
期
か
ら
廷
宝
初
期
に
刷
ら

れ
た
修
訂
本
で
あ
る
と
の
説
を
踏
襲
す
る
こ
と
に
問
題
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

三
　
江
戸
物
へ
の
改
変
に
よ
っ
て
生
じ
た
変
化

以
上
の
よ
う
に
、
天
理
図
書
館
蔵
「
吉
原
伊
勢
物
語
」
は
、
上
下
巻
で
書
名

も
刊
行
年
も
異
な
る
も
の
を
取
り
合
わ
せ
た
書
物
で
あ
る
。
従
っ
て
、
内
容
の

検
討
に
お
い
て
、
上
下
巻
を
同
様
に
取
り
扱
う
こ
と
は
適
当
で
は
な
い
。
そ
こ

で
今
回
は
「
吉
原
伊
勢
物
語
J
上
巻
（
以
下
「
上
巻
」
と
略
）
　
に
限
定
し
て
、

検
討
の
対
象
と
す
る
。

前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
上
巻
に
は
多
数
の
大
木
跡
が
存
在
し
、
大
坂
の
評

判
記
で
あ
っ
た
も
の
が
江
戸
物
に
改
変
さ
れ
た
痕
跡
が
明
確
に
わ
か
る
。
こ
の

江
戸
物
へ
の
改
変
に
つ
い
て
、
か
つ
て
曙
峻
康
隆
氏
は
「
初
期
遊
女
評
判
記
研

究
」
で
次
の
よ
う
に
述
べ
た
（
「
西
鶴
研
究
ノ
ー
ト
」
（
中
央
公
論
社
、
昭
和

二
十
八
年
）
所
収
）
。

「
を
か
し
男
」
は
と
も
か
く
新
町
現
在
で
書
い
て
ゐ
る
の
だ
か
ら
、
ま
だ

し
も
評
判
記
的
な
ニ
ュ
ー
ス
ヴ
ァ
リ
ュ
ー
が
あ
っ
た
で
あ
ら
う
が
、
そ
れ
を

内
容
は
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
、
わ
づ
か
に
遊
女
名
を
彫
改
め
た
く
ら
ゐ
で

「
書
原
物
」
と
銘
打
っ
て
出
版
し
た
と
い
ふ
こ
と
は
、
素
材
の
魅
力
を
利
用

し
た
大
衆
読
物
の
提
供
と
考
へ
る
よ
り
し
か
た
が
あ
る
ま
い
。
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曙
峻
氏
の
論
の
主
眼
は
、
「
大
衆
読
物
の
提
供
」
と
い
う
、
こ
の
作
品
の
意

義
を
主
張
す
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
が
、
書
原
物
へ
の
改
宜
の
過
程
で
「
評
判
記

的
な
ニ
ュ
ー
ス
ヴ
ァ
リ
ュ
ー
」
が
ど
の
よ
う
に
失
わ
れ
た
か
、
又
活
か
さ
れ
た

か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
全
く
検
討
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
上
巻
に

見
ら
れ
る
入
木
の
跡
を
辿
っ
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
大
坂
の
遊
女
評
判
記
が
江

戸
吉
原
の
評
判
記
に
改
変
さ
れ
た
際
、
ど
の
よ
う
な
性
質
の
変
化
が
起
こ
っ
た

の
か
、
そ
の
様
相
を
明
ら
か
に
す
る
。
具
体
的
に
は
、
江
戸
物
の
遊
女
評
判
記

と
し
て
、
江
戸
の
遊
女
の
実
態
を
忠
実
に
写
そ
う
と
す
る
意
識
が
働
い
て
い
た

の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

四
　
遊
女
名
へ
の
入
木

上
巻
に
収
め
ら
れ
た
全
四
十
八
段
中
に
は
、
二
十
七
名
の
遊
女
が
登
場
す
る
。

大
坂
新
町
の
評
判
記
か
ら
江
戸
吉
原
の
評
判
記
に
改
変
さ
れ
た
際
に
、
遊
女
名

は
入
木
に
よ
っ
て
彫
り
改
め
ら
れ
て
い
る
と
先
述
し
た
が
、
す
べ
て
の
遊
女
名

に
入
木
が
施
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
で
全
二
十
七
名
の
遊
女
を
、

次
の
表
2
の
よ
う
に
、
入
木
の
施
さ
れ
て
い
る
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
に
分

類
し
た
。
更
に
そ
れ
ら
を
、
表
1
で
掲
げ
た
八
点
の
吉
原
物
評
判
記
類
と
照
ら

し
合
わ
せ
、
他
の
評
判
記
類
の
記
述
か
ら
、
上
巻
に
登
場
す
る
遊
女
の
像
が
他

の
評
判
記
の
記
述
と
重
ね
合
わ
せ
て
読
む
こ
と
が
可
能
か
ど
う
か
調
査
し
た
。

ま
ず
、
入
木
の
施
さ
れ
た
遊
女
十
九
名
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

表
1
に
あ
げ
た
江
戸
の
他
評
判
記
類
で
は
名
前
の
あ
が
っ
て
こ
な
い
五
名
の

非人木 入　　　 ．木
名記江名　記江名　記江 名　記江
な　に戸あ　に戸 な　に戸 あ　に戸
し　　 の

他
り　 品 し　　 の

他
り　 品

評 評
判

評
判

評
判 判

花長 あ　空 う　る　市 萱事董 喜捌
受竺
第第
43 22

蓋等

25 段

持 萎

描

第　　 き
琶　 亨

段段 う　き　金　夕高　き　西　こ

野　た蓋；亘二王橋蓋霊
蓋王墓羞蓋摘

嘉霊霊
芭

第　第 12　3
宗 達 望 慧

ま　じ　り
了 輿 ヱ36 段

墜 ま　第　第
離 鐙

提

4名 4 名 5名
7名 7名

14名

8 名 19名

27名
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う
ち
、
「
む
ら
さ
き
」
・
「
さ
く
は
な
」
に
つ
い
て
は
、
「
色
道
大
鏡
」
巻
之

十
一
「
人
名
部
」
に
、
遊
女
に
つ
け
ら
れ
る
名
で
あ
る
と
し
て
記
載
が
あ
る

（
注
1
5
）
。
「
さ
く
は
な
」
に
つ
い
て
は
、
京
都
島
原
の
遊
女
と
し
て
巻
之
十
六

「
道
統
語
」
に
名
前
が
見
ら
れ
る
こ
と
と
、
上
巻
第
二
十
九
段
の
内
容
そ
の
も

の
か
ら
、
遊
女
の
名
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
江
戸
の
遊
女
と
し
て
存

在
し
た
と
す
る
資
料
を
見
出
せ
な
い
。
「
る
い
の
す
け
」
は
r
色
道
大
鏡
」
巻



之
十
一
に
「
禿
名
」
と
し
て
記
さ
れ
て
あ
り
、
ま
た
江
戸
の
他
評
判
記
に
は
名

が
出
て
こ
な
い
。
し
か
し
上
巻
第
二
十
三
段
の
内
容
か
ら
は
、
こ
の
名
が
遊
女

以
外
を
指
し
て
い
る
と
は
考
え
に
く
い
の
で
、
本
稿
に
お
い
て
も
遊
女
名
で
あ

る
と
判
断
し
て
お
く
。
「
市
野
」
・
「
う
き
し
ま
」
は
、
延
宝
八
年
刊
行
の

〓
ロ
原
人
た
ば
ね
」
に
名
が
あ
る
が
、
上
巻
が
修
訂
の
上
刷
ら
れ
た
の
は
延
宝

初
期
で
あ
る
と
考
え
る
と
、
こ
の
作
品
を
資
料
と
し
て
用
い
る
の
は
適
当
で
は

な
い
。
こ
の
項
目
に
つ
い
て
は
、
他
評
判
記
と
重
ね
合
わ
せ
て
読
む
た
め
の
条

件
が
揃
っ
て
い
な
い
の
で
、
検
討
を
保
留
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

江
戸
の
他
評
判
記
に
名
前
の
あ
が
っ
て
い
る
十
四
名
に
つ
い
て
は
、
他
評
判

記
の
記
述
を
上
巻
に
表
さ
れ
て
い
る
状
況
に
重
ね
合
わ
せ
て
読
む
こ
と
が
可
能

か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
果
た
し
て
上
巻
の
改
殻
は
、
時
好
性
を

も
つ
評
判
記
と
し
て
妥
当
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。

十
四
名
の
う
ち
、
他
評
判
記
の
記
述
を
重
ね
合
わ
せ
て
も
無
理
が
な
い
の
は
、

表
2
の
「
他
評
判
記
の
評
判
を
取
り
入
れ
て
い
る
」
の
項
目
に
配
さ
れ
る
七
名
で

あ
る
。
こ
こ
で
は
実
際
に
、
上
巻
と
他
評
判
記
を
つ
き
あ
わ
せ
て
み
る
。
原
文
に

は
句
点
の
み
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
翻
字
の
際
に
は
私
に
読
点
に
置
き
換
え
、
ま

た
補
っ
た
。
な
お
上
巻
本
文
中
に
付
し
た
傍
線
は
、
入
木
の
跡
を
示
し
て
い
る
。

さ
む
と
い
ひ
こ
し
け
れ
ば
、
女
郎

末
路
の
余
所
に
も
君
は
な
り
ゆ
か
ん
さ
す
が
に
め
に
は
み
ゆ
る
も
の
な

h
リ

と
よ
み
や
り
け
れ
ば
、
男
返
し

東
路
へ
行
と
み
た
て
、
ふ
る
事
は
は
つ
山
殿
の
気
の
は
や
み
な
り

と
読
け
る
は
、
ま
た
男
は
な
さ
む
と
お
も
ひ
け
る
。

（
上
巻
第
十
九
段
）

こ
の
第
十
九
段
は
、
男
が
み
ち
の
く
へ
行
こ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
察
し
た

は
つ
山
が
、
機
先
を
別
し
て
「
私
を
捨
て
る
つ
も
り
な
の
で
し
ょ
う
、
わ
か
っ

て
い
る
わ
よ
」
と
、
男
を
責
め
る
歌
を
詠
み
か
け
る
が
、
男
は
は
つ
山
の
挑
発

に
は
乗
ら
な
い
。
こ
れ
は
些
細
な
こ
と
で
わ
ざ
と
い
さ
か
い
を
起
こ
し
、
相
手

を
手
玉
に
と
ろ
う
と
い
う
、
遊
女
の
手
管
な
の
で
あ
る
。
男
は
手
管
で
あ
る
こ

と
を
承
知
の
上
で
歌
を
詠
み
返
し
て
い
る
。

遊
女
は
つ
山
の
評
判
と
し
て
は
、
寛
文
人
年
刊
の
〓
口
原
よ
ぷ
こ
鳥
」
　
に
次

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
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お
か
し
男
か
ね
つ
か
は
し
け
る
、
女
良
の
か
た
に
こ
も
と
て
な
る
を
、
あ

ひ
し
り
た
り
け
る
。
ほ
ど
な
く
を
く
へ
ゆ
か
ん
と
お
も
ひ
け
る
折
ふ
L
に
、

女
郎
り
は
つ
も
の
な
れ
ば
め
に
は
み
ゆ
れ
ど
も
、
男
あ
る
か
ほ
、
し
て
は
な

よ
き
き
り
や
う
な
り
。
も
っ
と
も
、
ひ
さ
し
く
公
儀
を
も
い
た
さ
れ
侯
へ

ば
、
此
み
ち
に
御
鍛
錬
に
は
御
座
あ
る
べ
く
侯
へ
ど
も
、
ま
こ
と
に
、
人
々

の
申
ご
と
く
、
ち
と
う
か
べ
す
ぎ
給
ふ
や
う
に
て
目
に
た
ち
侯
。
（
下
略
）

「
此
み
ち
に
御
鍛
錬
」
と
は
、
客
を
つ
な
ぎ
と
め
て
お
く
遊
女
と
し
て
の
手



腕
が
優
れ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
あ
と
の
「
ち
と
う
か
べ
す
ぎ
給
ふ
や

う
に
て
」
　
の
　
「
う
か
ぶ
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
は
、
明
暦
二
年
刊
の
　
「
ま
さ
り

く
さ
」
に
用
例
が
あ
る
。

面
体
、
か
ど
だ
ち
て
、
か
ほ
、
け
ん
そ
に
み
ゆ
、
利
発
者
な
り
。
さ
れ
ど
、

下
輩
の
者
に
ば
か
り
な
れ
も
ま
れ
た
る
者
に
て
、
あ
て
成
所
な
し
。
座
敷
つ

き
、
う
か
べ
た
る
や
う
な
れ
ど
も
、
は
や
ロ
に
て
、
詞
そ
そ
り
た
り
、
い
や

し
め
也
。
い
は
ゞ
は
た
ご
屋
の
女
の
ご
と
し
。
（
下
略
）
　
　
（
傍
線
引
用
者
）

こ
の
用
例
で
は
、
上
巻
に
も
見
ら
れ
る
「
利
発
者
」
と
い
う
語
が
、
「
う
か

べ
た
る
や
う
」
と
い
う
語
と
共
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

r
ま
さ
り
く
さ
」
　
に
お
い
て
描
出
さ
れ
て
い
る
の
は
、
才
気
は
あ
っ
て
も
品
は

あ
ま
り
よ
い
と
い
え
な
い
遊
女
の
姿
で
あ
る
。
「
う
か
ぶ
」
　
の
語
が
意
味
す
る

と
こ
ろ
は
、
「
す
る
べ
き
こ
と
を
よ
く
わ
か
っ
て
い
て
、
手
慣
れ
て
い
る
」
、

又
は
「
目
は
し
が
き
く
」
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
は
つ
山
は
客
あ

し
ら
い
の
う
ま
い
遊
女
で
あ
る
が
、
多
少
目
は
し
が
き
き
す
ぎ
て
、
か
え
っ
て

鼻
に
つ
く
き
ら
い
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
上
巻
第
十
九
段
は
、
他
評
判
記

の
は
つ
山
に
つ
い
て
の
記
述
を
、
具
体
的
な
客
と
の
手
管
合
戦
の
場
に
重
ね
合

わ
せ
て
読
む
こ
と
の
で
き
る
一
段
で
あ
る
と
い
え
る
。

も
う
一
例
あ
げ
て
み
よ
う
。

お
か
し
男
、
色
こ
の
み
な
り
け
る
上
即
に
あ
ひ
に
け
り
。
う
ら
じ
と
み
な

や
お
も
ひ
け
ん

我
な
ら
で
下
ひ
も
と
く
な
刊
引
封
ど
の
う
る
日
を
ま
た
ぬ
君
に
は
あ
り

と
も

返
し

ふ
た
り
し
て
む
す
び
し
ひ
も
を
ひ
と
り
し
て
あ
ひ
見
る
ま
で
は
と
か
じ

と
は
お
も
ふ

（
上
巻
第
三
十
七
段
）

遊
女
や
ち
よ
は
、
角
町
喜
右
衛
門
の
抱
え
る
遊
女
と
し
て
r
吉
原
天
秤
」
に

名
が
見
え
る
。
ま
た
、
角
町
喜
兵
衛
の
抱
え
が
r
吉
原
袖
か
ヾ
み
」
に
、
新
町
伊

左
衛
門
の
抱
え
が
r
吉
原
大
全
新
鑑
J
と
r
吉
原
こ
ま
ざ
ら
い
」
に
登
場
す
る
。

r
吉
原
大
雑
書
」
　
に
お
い
て
は
、
や
ち
よ
と
い
う
名
の
遊
女
は
二
名
挙
げ
ら
れ

て
お
り
、
新
町
久
右
衛
門
と
角
町
長
右
衛
門
に
そ
れ
ぞ
れ
抱
え
ら
れ
て
い
る
。

上
巻
の
記
述
か
ら
は
、
や
ち
よ
が
色
好
み
の
遊
女
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え

る
。
こ
こ
に
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
遊
女
像
は
、
r
吉
原
天
秤
」
　
に
み
ら
れ
る
や

ち
よ
像
と
の
共
通
点
を
有
す
る
。
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め
ん
て
い
大
か
た
な
り
。
ど
こ
や
ら
あ
い
き
や
う
あ
り
て
、
い
と
し
ら
し
。

目
も
と
よ
し
。
ざ
し
き
、
心
だ
て
、
に
く
げ
な
し
。
と
こ
の
う
ち
初
か
ら
こ

ち
し
だ
い
也
。

（
傍
線
引
用
者
）



初
会
で
は
帯
を
解
か
な
い
と
い
う
し
き
た
り
は
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
建
前
だ

け
で
、
遊
女
に
よ
っ
て
は
初
会
か
ら
客
の
求
め
に
応
じ
る
こ
と
も
あ
る
。
や
ち

ょ
は
「
吉
原
天
秤
」
に
「
初
か
ら
こ
ち
し
だ
い
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
働
き
か

け
次
第
で
は
初
会
か
ら
で
も
客
の
意
の
ま
ま
に
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

上
巻
の
や
ち
よ
は
「
う
る
日
を
ま
た
ぬ
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
絶
え
ず
さ

ま
ざ
ま
な
客
に
揚
げ
ら
れ
て
い
る
遊
女
で
あ
る
。
遊
女
と
い
う
立
場
上
、
特
定

の
男
に
し
か
帯
を
解
か
ぬ
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
だ
が
、
そ
れ
で
も
男

に
「
我
な
ら
で
下
ひ
も
と
く
な
」
と
言
わ
せ
て
し
ま
う
や
ち
よ
の
色
好
み
は
、

r
吉
原
天
秤
」
に
表
さ
れ
た
、
す
ぐ
に
客
の
意
の
ま
ま
に
な
る
や
ち
よ
の
姿
と

重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

同
じ
項
の
第
二
段
は
、
遊
女
こ
ふ
じ
に
対
す
る
「
其
人
か
た
ち
よ
り
は
心
な

ん
ま
き
り
た
り
け
る
」
と
い
う
表
現
に
、
r
吉
原
天
秤
」
　
の
「
め
ん
て
い
大
か

た
、
色
少
し
く
ろ
し
、
き
だ
て
に
く
か
ら
ず
」
や
、
r
吉
原
袖
か
ゞ
み
」
　
の

「
色
き
わ
め
て
く
ろ
し
」
と
い
う
評
価
と
の
つ
な
が
り
を
見
出
す
こ
と
が
で
き

る
。
第
九
段
に
登
場
す
る
明
石
は
、
冷
や
か
し
客
か
ら
「
お
も
い
や
れ
ば
か
ぎ

り
も
な
く
、
久
し
く
も
居
に
け
る
か
な
」
と
嘲
ら
れ
る
遊
女
で
あ
る
。
「
袖

か
ゞ
み
」
に
よ
る
と
、
こ
の
遊
女
は
遊
里
で
は
年
増
で
あ
る
と
み
ら
れ
て
お
り
、

上
巻
に
お
け
る
客
の
言
葉
は
、
遊
里
暮
ら
し
の
長
い
明
石
へ
の
冷
笑
と
理
解
で

き
る
。
第
十
五
段
の
西
尾
は
、
「
な
さ
か
た
つ
れ
ど
も
心
か
は
る
べ
き
女
郎
と

も
あ
ら
ず
み
へ
け
れ
ば
」
と
、
悪
評
が
た
つ
の
も
お
そ
れ
な
い
情
深
い
遊
女
で

あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
「
袖
か
ゞ
み
」
に
お
い
て
「
お
ぢ
ぞ
う
の
化
身
と

い
ふ
な
さ
け
ふ
か
き
君
と
見
え
た
り
」
と
い
う
評
か
ら
も
思
い
浮
か
べ
る
事
の

で
き
る
姿
で
あ
る
。
第
二
十
一
段
で
は
遊
女
き
さ
ら
ぎ
の
な
じ
み
客
が
、
「
ふ

る
ら
ん
と
思
ふ
心
を
う
た
が
ひ
て
は
な
す
よ
り
銭
へ
る
ぞ
か
な
し
き
」
と
、
会

え
ば
そ
ば
か
ら
金
が
消
え
て
い
く
の
を
嘆
い
て
い
る
様
子
が
描
か
れ
る
。
「
天

秤
」
に
お
け
る
「
さ
い
〈
の
む
し
ん
に
こ
ま
る
と
、
お
て
き
の
う
わ
さ
じ
や
」

と
い
う
、
金
の
か
か
る
遊
女
だ
と
い
う
評
判
を
あ
て
は
め
る
こ
と
の
で
き
る
段

で
あ
る
。
第
四
十
八
段
に
登
場
す
る
高
尾
は
、
r
讃
嘲
記
時
之
太
鼓
」
で
は

「
を
の
ず
か
ら
、
太
夫
に
そ
な
わ
り
た
る
心
ざ
ま
、
つ
く
ろ
ふ
わ
ざ
す
こ
し
も

な
く
」
、
r
袖
か
ゞ
み
」
に
お
い
て
は
「
名
過
た
り
」
、
「
大
事
の
名
、
中
絶
す

べ
し
」
な
ど
と
酷
評
さ
れ
て
い
る
。
r
袖
か
孟
」
に
は
こ
れ
に
続
け
て
「
ふ
一

り
か
、
り
に
も
う
り
、
あ
る
ひ
は
や
く
そ
く
を
も
よ
る
ひ
る
の
か
ま
ひ
も
な
　
3
0

く
」
と
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
・
寛
文
期
の
三
代
目
高
尾
は
全
盛
を
誇
る
よ
う
ー

な
状
態
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
上
巻
に
お
い
て
は
、
「
高
尾
の

待
け
る
時
は
ゆ
か
で
」
と
い
う
、
参
会
の
約
束
さ
え
反
故
に
さ
れ
て
侮
ら
れ
る

様
子
を
、
r
袖
か
ゞ
み
」
　
の
記
述
と
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

五
　
他
評
判
記
と
合
致
し
な
い
遊
女
名

表
2
に
あ
る
「
江
戸
の
他
評
判
記
に
名
あ
り
」
の
中
の
も
う
一
つ
の
項
目
、

「
他
評
判
記
の
評
判
と
合
致
せ
ず
」
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
ま
ず
こ
の
分
類
の

定
義
を
説
明
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

上
巻
に
は
、
遊
女
に
つ
い
て
の
情
報
の
断
片
が
記
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば



第
三
段
に
は
遊
女
夕
ぎ
り
が
「
新
町
の
太
夫
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
、
第
十
段

か
り
う
は
「
炭
町
の
こ
う
し
」
、
第
十
四
段
ふ
じ
岡
は
「
三
浦
」
の
抱
え
で
あ

る
こ
と
、
第
二
十
六
段
ま
つ
し
ま
は
「
炭
町
た
て
だ
し
平
右
」
の
抱
え
で
あ
る

こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
他
評
判
記
に
お
い
て
は
、
同
名
の
遊
女
が

あ
げ
ら
れ
て
い
て
も
、
抱
え
主
や
住
ん
で
い
る
町
名
が
上
巻
と
は
一
致
し
て
い

な
い
。ま

た
、
第
十
二
段
金
太
夫
、
第
三
十
三
段
う
き
ふ
ね
に
つ
い
て
は
、
上
巻
の

本
文
か
ら
遊
女
の
特
徴
が
読
み
取
れ
な
い
。
第
十
八
段
の
場
合
は
、
本
文
中
の

「
歌
よ
む
人
な
り
け
れ
ば
」
と
い
う
記
述
が
、
こ
の
段
に
登
場
す
る
き
ん
さ
く

と
い
う
遊
女
の
唯
一
の
特
徴
な
の
だ
が
、
他
評
判
記
の
き
ん
さ
く
の
評
判
に
、

歌
を
よ
く
よ
む
と
い
う
情
報
を
記
し
た
も
の
が
な
い
。
第
十
二
段
、
第
三
十
三

段
、
第
十
八
段
は
い
ず
れ
も
、
上
巻
か
ら
得
ら
れ
る
手
が
か
り
が
不
十
分
な
た

め
、
他
評
判
記
の
記
述
と
の
共
通
点
を
兄
い
だ
せ
な
い
。

「
他
評
判
記
の
評
判
と
合
致
し
な
い
」
と
い
う
分
類
に
は
、
以
上
の
よ
う
に
、

大
き
く
二
つ
の
場
合
を
含
め
て
い
る
。

六
　
人
木
の
施
さ
れ
て
い
な
い
遊
女
名

さ
て
、
上
巻
に
は
、
遊
女
名
に
入
木
の
施
さ
れ
て
い
な
い
段
も
存
在
し
て
い

る
。表

2
に
お
い
て
「
非
人
木
」
の
項
に
配
さ
れ
る
人
名
の
遊
女
名
は
、
r
吉
原

伊
勢
物
語
」
と
し
て
修
訂
刊
行
さ
れ
る
前
と
変
わ
っ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
こ

の
八
名
に
つ
い
て
の
記
述
は
大
坂
新
町
の
遊
女
に
つ
い
て
の
記
述
で
あ
る
筈
で

あ
る
。こ

の
こ
と
を
碓
認
す
る
た
め
に
、
八
名
の
遊
女
を
、
表
2
で
は
、
江
戸
の
他

評
判
記
に
名
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
に
分
類
し
た
。

「
江
戸
の
他
評
判
記
に
名
な
し
」
の
項
目
に
配
さ
れ
る
遊
女
は
、
大
坂
の
遊
女

と
し
て
の
記
述
で
あ
る
筈
な
の
で
、
修
訂
前
の
寛
文
二
年
頃
大
坂
に
お
い
て
認

識
さ
れ
て
い
た
そ
れ
ぞ
れ
の
遊
女
の
評
判
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
上
巻
が

遊
女
の
情
報
を
ど
の
よ
う
に
扱
っ
た
の
か
を
確
認
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

大
坂
新
町
を
対
象
に
し
た
遊
女
評
判
記
は
、
軍
氷
期
か
ら
延
宝
末
に
か
け
て

五
作
品
し
か
残
存
し
て
い
な
い
。
し
か
も
寛
文
か
ら
延
宝
初
期
に
か
け
て
の
評
一

判
記
で
現
存
す
る
も
の
は
江
戸
物
ば
か
り
で
、
大
坂
物
と
な
る
と
、
F
を
か
し
　
3
1

男
」
、
つ
ま
り
上
巻
と
取
り
合
わ
せ
て
あ
る
下
巻
し
か
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
－

し
か
し
同
名
の
遊
女
は
r
を
か
し
男
」
下
巻
に
は
登
場
し
て
い
な
い
た
め
、
比

較
は
不
可
能
で
あ
る
。
従
っ
て
、
上
巻
に
最
も
近
い
大
坂
物
は
、
明
暦
二
年
刊

の
「
ま
さ
り
く
さ
し
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
と
な
る
。
修
訂
前
に
「
を
か
し
男
」

の
上
巻
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
の
は
寛
文
二
年
頃
、
明
暦
二
年
の
r
ま
さ
り
く
さ
」

と
の
隔
た
り
は
六
年
で
あ
る
。

上
巻
の
第
四
十
三
段
花
鳥
を
例
と
し
て
、
r
ま
さ
り
く
さ
」
と
の
比
較
を
行

っ
て
み
る
。

お
か
し
花
鳥
の
君
と
申
す
女
郎
お
は
し
ま
し
け
り
。
其
女
郎
を
有
男
い
と



か
は
ゆ
く
お
も
ひ
入
、
ち
い
ん
し
て
か
よ
ひ
け
る
を
、
さ
る
さ
が
な
き
人
、

な
じ
み
ぬ
る
中
を
わ
る
ざ
ま
に
い
ひ
た
つ
る
を
聞
付
て
、
う
ら
み
て
文
を
や

る
と
て
、
歌
を
か
き
て

お
と
に
間
中
よ
き
さ
ま
の
あ
ま
た
あ
れ
ば
な
を
た
の
ま
れ
ぬ
お
も
ひ
ぶ

り
か
な

と
い
へ
り
。
此
女
郎
き
げ
ん
を
と
り
て

う
き
名
た
つ
人
の
う
は
さ
は
是
非
ぞ
な
き
ち
い
ん
あ
ま
た
を
う
と
ま
れ

ぬ
れ
ぼ

く
ぜ
つ
な
る
男
か
へ
し

ち
い
ん
を
、
き
人
の
名
さ
か
の
猶
た
、
ん
は
な
す
る
中
に
く
ぜ
っ
た
え

ね
ば

額
の
庇
、
以
外
め
に
た
つ
、
面
妹
、
し
ほ
ら
し
き
所
も
あ
れ
ど
、
傾
城
の

や
う
に
あ
ら
ぬ
か
ほ
か
た
ち
也
、
お
い
と
な
ど
と
。
い
ひ
そ
う
成
も
の
か
。

姿
は
よ
し
、
心
な
る
程
か
し
こ
し
、
気
だ
て
、
物
や
は
ら
か
に
あ
れ
ど
、
又

ぬ
か
ら
ぬ
所
は
、
男
を
も
、
よ
く
し
っ
ぽ
り
と
。
あ
ひ
し
ら
ふ
も
の
な
り

（
r
ま
さ
り
く
さ
」
花
鳥
）
　
（
傍
線
引
用
者
）

な
じ
み
客
の
多
さ
に
嫉
妬
す
る
客
に
対
し
、
花
鳥
は
　
「
ち
い
ん
が
た
く
さ
ん

い
る
と
あ
な
た
が
い
や
が
る
か
ら
、
他
の
お
客
が
ね
た
ん
で
い
ろ
い
ろ
言
う
の

は
し
か
た
の
な
い
こ
と
で
す
よ
」
と
い
う
意
の
歌
を
返
す
。
こ
れ
は
「
他
の
客
の

こ
と
が
お
ろ
そ
か
に
な
る
く
ら
い
、
あ
な
た
の
こ
と
を
大
事
に
し
て
い
る
の
で

す
よ
」
と
い
う
こ
と
を
暗
に
伝
え
、
男
の
き
げ
ん
を
と
り
な
が
ら
や
ん
わ
り
と

な
だ
め
よ
う
と
す
る
、
手
管
の
歌
で
あ
る
。
上
巻
に
お
け
る
花
鳥
の
姿
は
、

「
ま
さ
り
く
さ
」
の
記
述
が
具
体
化
さ
れ
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

こ
の
段
の
他
、
第
四
十
五
段
は
、
登
場
す
る
野
風
と
い
う
遊
女
が
「
う
れ
が

た
き
夏
の
日
ぐ
ら
し
待
ぬ
れ
て
よ
ぶ
人
も
な
き
も
の
ぞ
か
な
し
き
」
と
売
れ
な

い
格
子
の
中
で
歌
を
詠
ん
で
い
る
梯
子
が
、
「
奴
も
〈
い
や
成
女
也
」
、
「
う

れ
へ
め
き
た
る
事
、
葬
礼
の
あ
と
の
。
L
に
や
を
。
み
る
や
う
也
」
と
こ
き
お

ろ
し
て
い
る
「
ま
さ
り
く
さ
」
　
の
記
述
か
ら
の
影
響
を
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
。そ

の
他
、
江
戸
の
他
評
判
記
に
名
の
あ
が
っ
て
こ
な
い
遊
女
の
う
ち
、
第
二

十
二
段
長
嶋
と
第
四
十
二
段
た
ん
か
は
r
ま
さ
り
く
さ
」
　
で
は
と
り
あ
げ
ら
れ

て
お
ら
ず
、
大
坂
で
は
ど
の
よ
う
な
評
判
で
あ
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
で
き
な

い
。
し
か
し
四
名
中
二
名
の
遊
女
に
つ
い
て
の
記
述
に
、
大
坂
で
の
評
判
の
影

響
が
み
ら
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
何
よ
り
も
こ
れ
ら
の
遊
女
名
が
大
木
で
は
な

く
、
延
宝
初
期
ま
で
の
江
戸
の
評
判
記
類
に
は
み
ら
れ
な
い
名
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
上
巻
が
江
戸
の
評
判
記
と
し
て
改
変
さ
れ
た
際
に
、
延
宝
初
期
当
時
の
吉

原
の
現
実
を
忠
実
に
写
し
て
い
た
わ
け
で
な
か
っ
た
こ
と
は
断
言
で
き
る
。
こ

れ
ら
の
記
述
は
完
全
に
大
坂
新
町
現
在
の
も
の
で
あ
る
。
江
戸
物
へ
の
改
変
に

あ
た
っ
て
、
入
木
を
施
し
て
あ
る
段
に
つ
い
て
は
そ
れ
な
り
に
江
戸
の
評
判
記

と
し
て
の
情
報
を
備
え
よ
う
と
す
る
意
識
が
あ
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
が
、
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上
巻
に
は
、
そ
の
よ
う
な
意
識
の
欠
け
た
部
分
も
見
受
け
ら
れ
る
。

七
　
内
容
か
ら
選
択
さ
れ
た
遊
女
名

更
に
、
「
非
人
木
」
　
の
項
に
あ
る
　
「
江
戸
の
評
判
記
に
名
あ
り
」
と
い
う
も

う
一
つ
の
項
目
に
つ
い
て
は
、
江
戸
の
他
評
判
記
に
記
さ
れ
て
い
る
遊
女
像

と
、
「
吉
原
伊
勢
物
語
」
上
巻
中
の
遊
女
像
が
一
致
す
る
か
ど
う
か
を
検
討
す

る
。「

吉
原
伊
勢
物
語
」
上
巻
第
四
段

む
か
し
、
京
町
み
う
ら
う
ち
空
蝉
と
い
ふ
君
お
は
し
ま
し
け
り
。
い
づ
か

た
よ
り
と
も
な
く
、
か
よ
ふ
人
有
け
り
。
か
れ
を
、
ま
ぶ
に
は
あ
ら
で
、
心

ざ
し
ふ
か
、
り
け
る
ゆ
へ
、
折
々
又
ま
ひ
け
る
に
弥
生
の
廿
日
あ
ま
り
に
、

ふ
り
よ
に
か
く
れ
に
け
り
。
行
所
し
れ
ど
、
人
の
行
か
よ
ふ
べ
き
所
に
も
あ

ら
ざ
り
け
れ
ば
、
い
き
て
立
て
見
、
の
ぞ
い
て
み
、
み
れ
ど
君
に
似
る
べ
く

も
あ
ら
ず
。
う
ち
な
き
て
ふ
る
び
た
る
こ
う
し
の
も
と
に
、
月
の
い
づ
る
ま

で
た
て
り
て
、
君
を
こ
い
て
よ
め
る

君
や
あ
ら
ぬ
宿
や
む
か
し
の
や
ど
な
ら
ぬ
わ
が
身
ひ
と
つ
は
も
と
の
身

に
し
て

と
よ
み
て
、
な
く
な
く
か
へ
り
に
け
り
。

（
上
巻
第
四
段
）

「
行
所
し
れ
ど
、
人
の
行
か
よ
ふ
べ
き
所
に
も
あ
ら
ざ
り
け
れ
ば
」
と
あ
る

こ
と
か
ら
、
空
蝉
と
い
う
遊
女
が
突
然
姿
を
消
し
た
理
由
と
し
て
は
、
身
請
け

さ
れ
て
人
の
妻
と
な
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

「
京
町
み
う
ら
う
ち
」
　
の
空
蝉
に
つ
い
て
は
、
〓
口
原
天
秤
」
　
に
評
判
が
み

ら
れ
る
が
、
r
天
秤
」
　
に
載
っ
て
い
る
空
蝉
は
出
世
し
た
ば
か
り
の
新
造
で
、

身
請
け
さ
れ
た
と
い
う
記
事
は
な
い
。
一
方
、
r
ま
さ
り
く
さ
し
や
、
そ
の
他
、

寛
文
期
以
前
に
成
立
し
た
上
方
物
評
判
記
に
お
い
て
は
、
空
蝉
の
名
が
見
当
た

ら
な
い
。
つ
ま
り
、
上
巻
に
登
場
す
る
空
蝉
は
、
富
原
の
他
評
判
記
と
の
関
連

は
見
ら
れ
ず
、
さ
り
と
て
新
町
に
い
た
遊
女
の
評
判
か
ら
の
影
響
を
考
え
る
こ

と
も
で
き
な
い
。
な
の
に
、
な
ぜ
こ
の
段
の
遊
女
は
「
空
蝉
」
　
の
名
が
残
さ
れ

た
の
か
。

理
由
は
こ
の
一
段
の
内
容
に
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
第
四
段
の
内
容

は
、
馴
染
み
の
愛
人
と
い
う
ほ
ど
で
は
な
い
に
し
ろ
、
男
が
心
を
こ
め
て
通
っ

て
い
た
の
に
、
突
然
の
身
請
け
に
よ
っ
て
遊
女
を
失
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

「
空
蝉
」
　
の
名
か
ら
想
起
さ
れ
る
空
虚
な
イ
メ
ー
ジ
が
、
宿
や
他
の
遊
女
を
そ

の
ま
ま
に
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
内
容
に
重
ね
る
こ
と
が
で
き
る
。
上

巻
第
四
段
に
お
い
て
　
「
空
蝉
」
と
い
う
名
を
引
き
出
し
た
も
の
は
、
r
伊
勢
物

語
」
　
に
表
さ
れ
て
い
る
、
か
つ
て
の
恋
人
が
も
う
手
の
届
か
な
い
存
在
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
と
い
う
男
の
喪
失
感
で
あ
り
、
r
伊
勢
物
語
」
　
の
情
趣
を
活
か
す

た
め
に
も
、
遊
女
の
名
は
「
空
蝉
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
江
戸
の
評

判
記
と
し
て
改
変
さ
れ
た
際
に
も
、
こ
の
名
は
、
パ
ロ
デ
ィ
と
し
て
順
当
で
あ
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っ
た
こ
と
、
当
時
吉
原
に
空
蝉
と
い
う
名
の
遊
女
が
在
廓
し
た
こ
と
の
二
点
を

理
由
に
、
入
木
が
施
さ
れ
な
か
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
第
四
段
は
、
実
際
の
遊
女
の
姿
を
反
映
さ
せ
て
い
る
と
い
う
よ

り
も
、
r
伊
勢
物
語
」
　
の
内
容
を
活
か
す
こ
と
を
第
一
義
と
し
て
改
変
さ
れ
て

い
る
例
だ
と
い
え
る
。
表
2
で
空
蝉
と
同
じ
項
目
に
配
し
た
他
三
名
の
遊
女
も

同
様
で
あ
る
。

次
に
あ
げ
る
の
は
上
巻
第
九
段
で
あ
る
。
こ
の
段
の
遊
女
八
橋
は
、
次
の
よ

う
な
記
述
を
も
っ
て
登
場
す
る
。

理
右
衛
門
の
門
に
八
は
し
と
い
ふ
女
郎
い
た
り
け
り
。
其
君
を
八
は
し
と

い
ひ
け
る
は
、
水
行
川
の
く
も
で
な
れ
ば
、
橋
を
八
わ
た
し
た
る
と
い
ふ
。

そ
の
名
所
を
と
り
て
な
ん
な
づ
け
け
る
。

一
見
し
て
、
上
巻
の
こ
の
部
分
と
、
r
伊
勢
物
語
」
　
の
相
当
箇
所
は
同
文
に

近
い
ほ
ど
よ
く
似
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
だ
ろ
う
。
そ
し
て
上
巻
に
お
い
て

は
、
こ
の
箇
所
以
外
に
八
橋
と
い
う
遊
女
の
行
動
や
特
徴
は
一
切
記
さ
れ
て
い

な
い
。
第
二
十
五
段
に
登
場
す
る
遊
女
あ
は
ぢ
の
場
合
は
、
r
伊
勢
物
語
」
に

「
あ
は
じ
と
も
い
は
ぎ
り
け
る
女
」
と
い
う
文
が
遊
女
名
に
読
み
替
え
ら
れ
て

い
る
だ
け
で
あ
る
。
第
三
十
六
段
玉
か
づ
ら
の
場
合
も
、
「
伊
勢
物
語
」
　
の
歌

に
「
玉
か
づ
ら
」
の
語
句
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
を
、
上
巻
に
お
い
て
も
、
歌

の
中
に
遊
女
名
を
織
り
込
む
と
い
う
形
で
残
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
も
と
も
と

遊
女
の
源
氏
名
が
歌
語
に
通
ず
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
利
用
し
た
パ
ロ
デ
ィ

だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
「
非
人
木
」
　
の
項
に
配
し
た
「
江
戸
の
他
評
判
記
に
名
あ
り
」

の
四
名
は
、
実
際
の
遊
女
の
姿
よ
り
も
、
「
伊
勢
物
語
」
　
の
内
容
、
ま
た
は
語

彙
を
活
か
す
こ
と
を
優
先
さ
せ
る
と
い
う
視
点
で
、
は
じ
め
大
坂
物
評
判
記
の

作
者
に
よ
っ
て
遊
女
名
が
あ
て
は
め
ら
れ
、
江
戸
物
に
改
変
さ
れ
る
際
に
も
、

そ
の
視
点
が
残
さ
れ
た
例
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

八
　
ま
と
め

以
上
、
上
巻
の
本
文
を
引
用
し
な
が
ら
、
表
2
の
分
類
に
沿
っ
て
検
討
し
て

き
た
。
結
果
、
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
上
巻
に
は
入
木
の
施
さ
れ
た
遊
女
名

と
入
木
で
な
い
遊
女
名
が
混
在
し
て
お
り
、
廷
宝
期
当
時
の
吉
原
遊
女
の
名
寄

せ
と
し
て
全
幅
の
信
頼
を
お
け
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
入
木

に
よ
っ
て
吉
原
遊
女
の
実
態
を
写
し
出
そ
う
と
努
め
て
い
る
段
と
と
も
に
、
入

木
が
施
さ
れ
ず
に
大
坂
新
町
現
在
の
ま
ま
で
あ
る
段
、
一
段
の
内
容
や
語
彙
を

重
視
し
て
そ
れ
に
合
わ
せ
て
あ
て
は
め
ら
れ
た
遊
女
名
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
い

る
段
な
ど
、
現
実
の
吉
原
の
姿
を
伝
え
よ
う
と
い
う
意
識
が
希
薄
な
も
の
も
あ

る
。
江
戸
物
へ
の
改
変
に
あ
た
り
、
統
一
さ
れ
た
意
識
が
全
段
に
わ
た
っ
て
貫

か
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
遊
女
評
判
記
が

実
用
に
役
立
て
る
た
め
に
の
み
読
ま
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
如
実
に

示
し
て
い
る
。
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江
戸
物
へ
の
改
変
の
段
階
で
こ
の
作
品
に
関
与
し
た
作
者
は
、
二
十
七
箇
所

の
遊
女
名
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
て
入
木
を
施
す
か
施
さ
な
い
か
を
選
択
し
た
。
こ

の
選
択
に
よ
っ
て
、
上
巻
の
各
段
は
、
吉
原
遊
女
の
実
態
を
写
し
だ
そ
う
と
す

る
意
識
の
う
か
が
え
る
も
の
や
、
一
段
の
内
容
を
重
視
し
よ
う
と
す
る
意
識
の

う
か
が
え
る
も
の
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
識
を
も
っ
た
段
に
分
け
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
江
戸
物
に
改
変
し
た
作
者
に
と
っ
て
、
入
木
と
い
う
方
法
が
江
戸

物
評
判
記
と
し
て
作
り
上
げ
る
た
め
の
主
要
な
手
段
で
あ
っ
た
の
と
同
様
に
、

作
品
の
内
容
を
重
ん
じ
て
、
あ
え
て
遊
女
名
に
手
を
加
え
な
い
こ
と
も
、
作
者

の
採
っ
た
積
極
的
な
方
法
と
い
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

た
だ
し
、
比
較
対
照
す
べ
き
他
評
判
記
そ
の
も
の
が
少
な
く
、
ま
た
大
坂
物

評
判
記
で
あ
っ
た
改
窺
前
の
r
を
か
し
男
」
も
伝
わ
っ
て
い
な
い
た
め
に
、
江

戸
物
に
改
窺
し
た
作
者
の
意
図
が
ま
だ
十
分
に
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
こ

と
も
事
実
で
あ
る
。
テ
キ
ス
ト
、
周
辺
資
料
と
も
に
、
現
在
私
た
ち
が
見
る
こ

と
の
で
き
る
資
料
で
証
明
で
き
る
事
柄
に
は
限
界
が
あ
り
、
解
明
で
き
な
い
事

柄
も
依
然
と
し
て
存
在
し
続
け
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
文
学
史
上
ど
の
よ
う
に
位

置
づ
け
ら
れ
る
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
も
、
他
の
評
判
記
だ
け
で
な
く
同
時

代
の
他
分
野
の
文
芸
を
も
含
め
て
の
検
討
が
必
要
と
な
る
。
こ
こ
で
は
問
題
点

を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
る
が
、
こ
れ
ら
は
こ
れ
か
ら
の
遊
女
評
判
記
の
研
究
を

展
望
す
る
上
で
の
課
題
と
い
え
よ
う
。

今
後
、
「
吉
原
伊
勢
物
語
」
だ
け
で
な
く
、
寛
文
・
延
宝
期
の
遊
女
評
判
記

の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
「
何
が
書
か
れ
て
い
る
の
か
」
で
は
な
く
、
「
ど
う

書
か
れ
て
い
る
か
」
と
い
う
点
に
着
目
し
て
検
討
し
、
浮
世
草
子
成
立
以
前
に

お
い
て
、
遊
女
評
判
記
と
は
読
者
に
ど
の
よ
う
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
文
芸
だ
っ

た
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

往
1
　
市
苗
貞
次
・
野
間
光
辰
氏
編
r
鑑
賞
日
本
古
典
文
学
第
二
十
六
巻
　
御
伽
尊
王
（
角

川
書
店
、
昭
和
五
十
一
年
）
に
お
い
て
野
間
氏
は
r
仁
勢
物
語
」
と
、
r
吉
原
伊
勢
物
註
巴

と
改
題
す
る
以
前
の
r
を
か
し
男
」
を
比
較
し
、
「
し
か
し
そ
れ
ら
の
も
じ
り
は
、
「
仁

勢
物
語
」
の
無
理
こ
じ
つ
け
に
陥
ら
ず
、
軽
妙
に
し
て
機
知
に
富
ん
だ
も
じ
り
と
は
比

較
す
べ
く
も
な
い
。
所
詮
模
倣
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
」
と
解
説
し
て
い
る
。
パ
ロ
デ

ィ
作
品
と
し
て
の
評
価
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

2
　
小
野
晋
氏
「
初
期
遊
女
評
判
記
年
表
」
（
r
初
期
遊
女
評
判
記
集
　
研
究
屋
へ
古
典

文
庫
、
昭
和
四
十
年
〉
所
収
）
、
r
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
和
書
之
部
第
十
一
集
遊
女
一

評
判
記
集
」
（
同
編
集
委
員
会
編
、
八
木
書
店
、
昭
和
四
十
八
年
）
野
間
光
辰
氏
解
題
の
　
3
5

年
表
に
よ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

3
　
石
川
巌
氏
絹
r
吉
原
伊
勢
物
置
〓
珍
書
保
存
会
、
大
正
八
年
）
。

4
　
注
3
所
掲
書
表
紙
見
返
し
の
解
題
に
よ
る
。
た
だ
し
実
際
に
は
、
上
巻
は
下
巻
と
同

じ
版
木
を
用
い
て
部
分
的
な
入
木
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
石
川
氏
の
「
原
刻
本
」

「
再
刻
本
」
と
い
う
言
は
正
確
で
は
な
い
。

5
　
慶
応
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
編
r
斯
道
文
庫
書
誌
叢
刊
一
江
戸
時
代
書

林
出
版
目
録
集
成
」
（
井
上
書
房
、
昭
和
三
十
七
年
）
に
よ
る
。

6
　
注
2
前
掲
の
各
年
表
に
お
い
て
、
r
吉
原
伊
勢
物
語
」
上
巻
の
刊
行
を
、
小
野
氏
は

「
寛
文
末
延
宝
初
年
」
と
し
て
お
り
、
野
間
氏
は
「
延
宝
初
年
」
と
し
て
い
る
。

7
　
小
野
晋
氏
編
「
近
世
初
期
遊
女
評
判
記
集
　
本
文
篇
」
（
古
典
文
庫
、
昭
和
四
十
年
）

を
使
用
。
以
下
本
文
引
用
は
す
べ
て
同
書
に
よ
る
。

8
　
早
稲
田
大
学
附
属
図
書
錯
蔵
本
の
本
文
を
使
用
。
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注
7
に
同
じ
。

中
村
幸
彦
・
日
野
龍
夫
氏
編
r
新
編
稀
書
複
製
会
叢
書
　
第
二
十
六
巻
」
　
（
臨
川
書

店
、
平
成
二
年
）
を
使
用
。

大
阪
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
の
国
文
学
研
究
資
料
錯
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
使
用
。

石
川
巌
氏
編
「
吉
原
袖
か
ヾ
み
」
　
（
珍
書
保
存
会
、
大
正
八
年
）
を
使
用
。
以
下
本

文
引
用
は
す
べ
て
同
書
に
よ
る
。

注
1
0
に
同
じ
。

近
世
文
学
書
誌
研
究
全
編
r
近
世
文
芸
資
料
類
従
仮
名
草
子
稲
⑳
　
遊
女
評
判
記
集

（
中
）
」
（
勉
誠
杜
、
昭
和
五
十
三
年
）
を
使
用
。

以
下
r
色
道
大
鏡
」
の
引
用
は
、
野
間
光
辰
氏
編
r
完
本
　
色
道
大
鏡
」
　
（
友
山
文

庫
、
昭
和
三
十
六
年
）
　
に
よ
る
。

付
記

本
稿
は
二
〇
〇
〇
年
度
広
島
大
学
国
語
国
文
学
会
春
季
研
究
集
会
に
お
け
る
口
頭
発
表
に
加

筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
席
上
種
々
ご
教
示
下
さ
っ
た
諸
先
生
方
、
ま
た
資
料
の
閲
覧
と
使
用
を

ご
許
可
下
さ
い
ま
し
た
天
理
図
書
鎚
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

－
　
ま
つ
う
ら
・
け
い
こ
、
本
学
大
学
院
博
士
課
程
後
期
在
学
　
－




